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療用の高エネルギー陽子線と炭素線照射後に起きる DNA二本鎖切断の修復には NHEJと HR修復経路がど
の程度関わっているのかを明らかにすることを目的として行われた。 
(対象と方法) 
 チャイニーズハムスター卵巣由来細胞で野生型の AA8、線維芽由来細胞で野生型の V79、そしてそれ
らの細胞由来の DNA-PKcs欠損細胞 V3、XRCC4欠損細胞 XR-1、 XRCC3欠損細胞 irsSFと XRCC2欠損細
胞 irs1を対象として、セシウムガンマ線、200MeV陽子線、290MeV炭素線の照射が行われた。V3と XR1



















 治療用の陽子線照射と炭素線照射により生じる DNA 損傷は主に NHEJ 経路により修復されることが示










平成 26 年 12 月 22 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
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